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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 59,241 △23.2 1,079 △30.9 733 △47.0 557 △57.3

22年3月期第3四半期 77,177 6.5 1,562 ― 1,382 ― 1,307 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 17.22 ―

22年3月期第3四半期 40.35 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 64,909 17,665 27.2 442.73
22年3月期 75,323 17,005 22.5 425.16

（参考） 自己資本  23年3月期第3四半期  17,665百万円 22年3月期  16,964百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 96,000 △19.1 1,300 △60.4 800 △74.5 1,350 △9.2 41.66



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の 
   原則・手続、表示方法の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、 
金融商品取引法に基づく四半期報告書レビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後様々な 
要因等によって予想数値と異なる可能性があります。なお業績予想に関する事項につきましては、四半期決算短信［添付資料］P．３「連結業績予想 
に関する定性的情報」を参照して下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 32,537,429株 22年3月期 32,537,429株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q 136,166株 22年3月期 135,837株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 32,401,421株 22年3月期3Q 32,401,918株



  

  

○添付資料の目次

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 …………………………………………………………………………  2

（１）連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（２）連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  3

２．その他の情報 ……………………………………………………………………………………………………………  3

（１）重要な子会社の異動の概要 ………………………………………………………………………………………  3

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………………………………………  3

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………………………………………  3

３．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………  4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………  4

（２）四半期連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………  6

（第３四半期連結累計期間） ………………………………………………………………………………………  6

（第３四半期連結会計期間） ………………………………………………………………………………………  7

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………  8

（４）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  9

（５）セグメント情報 ……………………………………………………………………………………………………  9

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  10

４．補足情報 …………………………………………………………………………………………………………………  11

（１）受注実績 ……………………………………………………………………………………………………………  11

㈱ピーエス三菱（1871）平成23年３月　第３四半期決算短信

－1－



（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における国内経済は、中国をはじめとする世界経済の回復等により復調傾向を辿って

はいるものの、デフレの一層の深化、厳しい雇用情勢、原油価格の高騰や為替レートの変動など、景気が下押しさ

れるリスクが内在しており、未だ不安定で厳しい状況が続いております。 

建設業界におきましては、住宅関連を中心に民間設備投資の持ち直し感はあるものの、国内の公共投資について

は景気対策として国の平成22年度補正予算において予算措置を講じられましたが、補正後の公共投資関係費は前年

度を下回る状況となっており、依然として先行き不透明な厳しい経営環境が続くものと思われます。 

このような経済状況のもとＰＣ技術を基軸とした総合建設業としての当社グループは、一昨年より取り組んでお

ります「リカバリーピーエス三菱」のスローガンのもと、事業規模が縮小しても利益の出せる体制・体質を作りつ

つ、昨年度に続き、今年度も黒字化の達成に向け、グループ企業一丸となって懸命に努力してまいりました。 

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高592億41百万円（前年同四半期比23.2%減）、営業利益10億79百万円

（前年同四半期比30.9%減）、経常利益７億33百万円（前年同四半期比47.0%減）、四半期純利益５億57百万円（前

年同四半期比57.3%減）となりました。 

 なお、当社グループの主たる事業であります土木建設事業並びに建築建設事業の売上高は、工事の発注が下半

期、特に第４四半期連結会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間にお

ける完成工事高に比べ、第４四半期連結会計期間の完成工事高が多くなるといった季節的変動があります。 

  

セグメントの業績は、以下のとおりであります。 

土木建設事業は、公共投資が昨年と同様に低調に推移しております。受注高は増加しておりますが、前期繰越工

事が減少しており、売上高は371億41百万円、セグメント利益40億74百万円となりました。 

建築建設事業は、民間設備投資の先行きは不透明であり、不動産市況の低迷等、厳しい市場環境が続いておりま

す。受注高は増加しておりますが、前期繰越工事が減少しており、売上高は223億１百万円、セグメント利益は14

億99百万円となりました。 

製造事業は、売上高は27億16百万円、セグメント利益は１億23百万円、その他兼業事業は、売上高は22億63百万

円、セグメント利益は１億95百万円となりました。  

なお、セグメントの業績は、報告セグメントの売上高、セグメント利益を記載しております。 

  

（独占禁止法違反による排除措置命令及び営業停止命令について） 

当社は、国土交通省関東地方整備局及び同近畿地方整備局並びに福島県が発注するプレストレスト・コンクリー

トによる橋梁の新設工事の入札に関し、平成16年10月15日付で公正取引委員会より独占禁止法の定めに基づく排除

勧告を受けました。当社は同勧告を不応諾として、平成16年10月19日付で勧告不応諾書を提出し、平成16年11月18

日付で審判開始決定を受け、審判を行ってまいりましたが、平成22年９月21日付で同委員会より上記３件の排除措

置を命ずる審判審決を受け、当該審決が確定しました。このことが、建設業法第28条第１項第２号及び第３号に該

当すると認められるとして、国土交通省関東地方整備局から同法第28条第３項に基づき、平成22年11月30日付で、

営業停止命令を受けました。当社はこれまでも、法令及び企業倫理の遵守に取り組んでまいりましたが、本件処分

を厳粛に受け止め、当社グループのコンプライアンス体制の取り組みをさらに徹底・強化してまいります。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

(1)資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は649億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ104億14百万円減少

しております。これは主に、未成工事支出金及び土地が増加したものの、現金預金、受取手形・完成工事未収入

金等、その他のたな卸資産、未収入金がそれぞれ減少したことによるものであります。 

負債合計は472億44百万円となり、前連結会計年度末に比べ110億73百万円減少しております。これは主に、支

払手形・工事未払金等、未成工事受入金が減少したことによるものであります。 

純資産合計は、四半期純利益５億57百万円を計上した結果、前連結会計年度末に比べ６億59百万円増加の176億

65百万円となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

㈱ピーエス三菱（1871）平成23年３月　第３四半期決算短信

－2－



(2)キャッシュ・フローの状況 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、使用した資金は37億38百万円（前年同四半期比11.5%増）となりました。これは主に売上債権

の減少額が仕入債務及び未成工事受入金の減少額の合計を下回ったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、使用した資金は４億83百万円（前年同四半期比9.5%増）となりました。これは主に関係会社に

よる事業用土地の取得によるものであります。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、獲得した資金は３億56百万円（前年同四半期比67.3%減）となりました。これは主に短期借入

金の純増加によるものであります。 

この結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度と比べ38億74百万円減

少し、47億円となりました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年５月13日に公表致しました連結業績予想から修正は行っておりません。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実地た

な卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

③完成工事補償引当金の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の瑕疵担保等の費用実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の瑕疵担保等の費用実績率等を使用して補償見積高を算定しておりま

す。 

④法人税等並びに繰延税金資産及び負債の算定方法 

法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目等を重要なものに限定しております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、一時差異の発生状況等について前連結会計年度末から著しい変

化がないと認められるため、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測及びタックス・プランニングを

利用しております。  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

これにより、営業利益、経常利益は、それぞれ０百万円、税金等調整前当期純利益は91百万円減少しており

ます。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は94百万円であります。 

・企業結合に関する会計基準等の適用  

当第３四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に

係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年

12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指

針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 4,700 8,574

受取手形・完成工事未収入金等 27,452 34,708

未成工事支出金 9,699 8,784

その他のたな卸資産 1,291 1,842

繰延税金資産 11 30

未収入金 3,341 3,840

その他 1,024 337

貸倒引当金 △121 △156

流動資産合計 47,400 57,963

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 7,535 7,556

機械、運搬具及び工具器具備品 10,205 10,437

土地 9,413 9,093

リース資産 68 58

建設仮勘定 261 10

減価償却累計額 △14,701 △14,645

有形固定資産計 12,782 12,510

無形固定資産 35 36

投資その他の資産   

投資有価証券 1,112 1,138

破産債権、更生債権等 2,711 2,804

繰延税金資産 247 260

その他 3,372 3,452

貸倒引当金 △2,752 △2,842

投資その他の資産計 4,691 4,813

固定資産合計 17,509 17,360

資産合計 64,909 75,323
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 20,379 27,996

短期借入金 10,785 10,434

1年内返済予定の長期借入金 1,500 1,500

未払法人税等 107 402

未成工事受入金 5,319 7,515

賞与引当金 50 117

完成工事補償引当金 218 220

工事損失引当金 505 572

その他 2,638 4,003

流動負債合計 41,504 52,763

固定負債   

退職給付引当金 3,442 3,245

役員退職慰労引当金 199 178

再評価に係る繰延税金負債 1,944 2,070

資産除去債務 94 －

その他 57 59

固定負債合計 5,739 5,554

負債合計 47,244 58,317

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,218 4,218

資本剰余金 8,110 8,110

利益剰余金 3,510 2,769

自己株式 △60 △60

株主資本合計 15,779 15,038

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 73 88

土地再評価差額金 1,643 1,827

為替換算調整勘定 168 10

評価・換算差額等合計 1,885 1,925

少数株主持分 － 41

純資産合計 17,665 17,005

負債純資産合計 64,909 75,323
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 77,177 59,241

売上原価 70,631 53,286

売上総利益 6,545 5,955

販売費及び一般管理費 4,982 4,875

営業利益 1,562 1,079

営業外収益   

受取利息 29 9

受取配当金 12 12

スクラップ売却益 17 17

その他 34 33

営業外収益合計 94 73

営業外費用   

支払利息 228 115

持分法による投資損失 0 22

為替差損 － 250

その他 45 31

営業外費用合計 274 420

経常利益 1,382 733

特別利益   

固定資産売却益 36 11

貸倒引当金戻入額 402 45

その他 19 2

特別利益合計 458 59

特別損失   

固定資産除却損 7 55

減損損失 67 0

ゴルフ会員権評価損 2 1

退職特別加算金 43 －

転進支援費用 45 －

関係会社清算損 － 60

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 91

その他 14 28

特別損失合計 181 236

税金等調整前四半期純利益 1,659 556

法人税、住民税及び事業税 397 125

法人税等調整額 △28 △85

法人税等合計 369 40

少数株主損益調整前四半期純利益 － 516

少数株主損失（△） △16 △41

四半期純利益 1,307 557
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 24,557 19,980

売上原価 22,312 18,116

売上総利益 2,245 1,863

販売費及び一般管理費 1,577 1,625

営業利益 667 238

営業外収益   

受取利息 11 2

受取配当金 6 6

スクラップ売却益 7 4

その他 9 12

営業外収益合計 34 24

営業外費用   

支払利息 88 46

持分法による投資損失 6 3

為替差損 162 146

その他 12 3

営業外費用合計 269 199

経常利益 433 62

特別利益   

固定資産売却益 1 0

貸倒引当金戻入額 － △7

その他 0 0

特別利益合計 1 △6

特別損失   

固定資産除却損 1 0

減損損失 0 0

退職特別加算金 0 －

工場閉鎖損失 12 －

子会社移転費用 － 25

その他 0 2

特別損失合計 15 29

税金等調整前四半期純利益 418 26

法人税、住民税及び事業税 67 △2

法人税等調整額 37 10

法人税等合計 105 7

少数株主損益調整前四半期純利益 － 19

少数株主損失（△） △12 △0

四半期純利益 325 19

㈱ピーエス三菱（1871）平成23年３月　第３四半期決算短信

－7－



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,659 556

減価償却費 537 453

のれん償却額 － 0

持分法による投資損益（△は益） 0 22

減損損失 67 0

投資有価証券評価損益（△は益） 2 1

退職特別加算金 43 －

転進支援費用 45 －

関係会社清算損益（△は益） － 60

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 91

退職給付引当金の増減額（△は減少） △565 198

受取利息及び受取配当金 △42 △22

支払利息 228 115

為替差損益（△は益） △26 236

売上債権の増減額（△は増加） 12,021 7,226

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,973 △374

仕入債務の増減額（△は減少） △11,654 △7,501

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,332 △2,195

未収入金の増減額（△は増加） △2,573 －

その他 △1,423 △2,049

小計 △2,321 △3,179

利息及び配当金の受取額 41 21

利息の支払額 △228 △117

退職特別加算金の支払額 △546 －

転進支援費用の支払額 △45 －

法人税等の支払額 △250 △463

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,351 △3,738

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △610 △1,025

有形固定資産の売却による収入 113 319

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △1

貸付けによる支出 △31 －

貸付金の回収による収入 42 9

その他 44 213

投資活動によるキャッシュ・フロー △442 △483

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △400 365

長期借入れによる収入 1,500 －

リース債務の返済による支出 △8 △8

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,090 356

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,702 △3,874

現金及び現金同等物の期首残高 9,722 8,574

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,020 4,700
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該当事項はありません。  

  

[セグメント情報] 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり、売上総利益を基礎と

しております。 

当社は、建設事業を中心に事業活動を展開しており、本社に土木・建築別の事業本部、製造事業やその他事業を

管理する部署を置き、国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

当社は、事業本部を基礎としたセグメントから構成されており、「土木建設事業」、「建築建設事業」、「製造

事業」及び「その他兼業事業」の４つを報告セグメントとしております。 

「土木建設事業」は、土木工事の施工請負等、「建築建設事業」は、建築工事の施工請負等、「製造事業」は、

コンクリート製品の製造販売等、「その他兼業事業」は、不動産事業及び損害保険代理業等を行っております。 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）  

（単位：百万円）

（注）１．セグメント間取引消去によるものであります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。 

３．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異

調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

報告セグメント
調整額 
（注１） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注２）

土木建設
事業 

建築建設
事業 

製造事業
その他
兼業事業

計 

売上高                                    

外部顧客への売上高    34,674 22,158 781 1,627  59,241  － 59,241

セグメント間の内部売上高又
は振替高 2,466 143 1,934 635  5,180  △5,180 －

計 37,141 22,301 2,716 2,263  64,422  △5,180 59,241

セグメント利益 

（売上総利益）  
4,074 1,499 123 195  5,892  62 5,955

利益 金額

報告セグメント計  5,892

調整額（セグメント間取引消去）  62

販売費及び一般管理費  △4,875

四半期連結損益計算書の営業利益  1,079
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４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

重要性がないため記載を省略しております。  

（のれんの金額の重要な変動） 

重要な変動はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。  

  

該当事項はありません。    

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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受注実績 

（注）第１四半期連結会計期間からセグメント情報の区分を変更したため、前第３四半期連結累計期間分を変更後

の区分に組み替えて表示しております。 

４．補足情報

区分 

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

比較増減（△）

 金額(百万円)  構成比(％)  金額(百万円)  構成比(％)  金額(百万円)  増減率(％)

土木建設事業  27,050  51.9  27,772  47.3  722  2.7

建築建設事業  21,637  41.5  29,206  49.8  7,569  35.0

製造事業  1,592  3.1  781  1.3  △810  △50.9

その他兼業事業  1,815  3.5  912  1.6  △903  △49.7

合計  52,095  100.0  58,673  100.0  6,577  12.6
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